
複素関数・同演習 宿題 No. 1 (2026年 9月 30出題, 10月 6日 13:30 までに Oh-o! Meiji
で提出)

年 組 番 氏名 (2ページ目以降は、裏面・レポート用紙、何
でも可。 )

問 1 (1) z1 = 3 − 4i, z2 = 1 − 2i とするとき、z1 + z2, z1 − z2, z1z2,
z1

z2
, |z1|, Re z1, Im z1,

z1 を求めよ。
(2) z2 = 2 − 3i を満たす複素数 z を求めよ (z = x + yi (x, y ∈ R) とおいて、x, y に関する
連立方程式を導いて、それを解け)。

問 1解答

(1) z1 = 3 − 4i, z2 = 1 − 2i であるから

z1 + z2 = 4 − 6i,

z1 − z2 = 2 − 2i,

z1z2 = (3 − 4i)(1 − 2i) = 3 − 6i − 4i + 4i · 2i = −5 − 10i,

z1

z2
= (3 − 4i)(1 + 2i)

(1 − 2i)(1 + 2i) = 3 + 4 · 2 + 3 · 2i − 4i

5 = 11
5 + 2

5 i,

|z1| =
√︂

32 + (−4)2 =
√

9 + 16 = 5,

Re z1 = 3,

Im z1 = −4,

z1 = 3 + 4i.

(2) z = x + iy (x, y ∈ R) とおくと z2 = (x + yi)2 = x2 − y2 + 2xyi であるから

z2 = 2 − 3i ⇔ (x2 − y2) + 2xyi = 2 − 3i ⇔

⎧⎪⎨⎪⎩ x2 − y2 = 2
xy = −3

2 .

xy = −3
2 ̸= 0より x ̸= 0, y = − 3

2x
. これを第 1式に代入して整理すると x4−2x2− 9

4 = 0.
この方程式から x ̸= 0 が導かれるので、z2 = 2 − 3i は次と同値である。⎧⎪⎪⎪⎨⎪⎪⎪⎩

x4 − 2x2 − 9
4 = 0

y = − 3
2x

.

x2 ≥ 0 に注意すると

x2 = 4 +
√

42 + 4 · 9
4 = 4 +

√
16 + 36
4 = 4 +

√
52

4 = 4 + 2
√

13
4 .



ゆえに

x = ±

√︂
2
√

13 + 4
2 .

複号同順で

y = − 3
2x

= ∓3
2 · 2√︂

2
√

13 + 4
= ∓3

2 ·
2

√︂
2
√

13 − 4√
52 − 16

= ∓3
2 ·

2
√︂

2
√

13 − 4
6 = ∓

√︂
2
√

13 − 4
2 .

ゆえに

z = ±

⎛⎝
√︂

2
√

13 + 4
2 −

√︂
2
√

13 − 4
2 i

⎞⎠ .

(「ゆえに」だけで議論を進めると、最後に得られたものが本当に解であるかは、確認
を要する。上は同値変形でやってみた。「ゆえに」で z = ±

(︃√︁
2
√

13+4
2 −

√︁
2
√

13−4
2 i

)︃
を

導き、「0 でない複素数の平方根はちょうど 2 個存在する」という定理を思い出せば、
この 2つが確かに平方根である、という議論もできる (学校数学は大体そういう調子で
やっている)。試験の採点では、平方根が求められればよしとする。)


